
研修部による
新聞作りがPTA

行われました。部員の方々が知恵を振り絞っ「坂の上の雲」から学ぶもの
校長 河野 通芳 て作成されました。また，授業参観と学級Ｐ

。 ，ＴＡが行われました 授業参観は体育の学習
１２月に大河ドラマの代わりに司馬遼太郎原作の「坂の上 ＰＴＡは主に冬休みの過ごし方について話し

の雲」が放映されています。日露戦争で日本勝利の陰の力と 合われました。
なった，連合艦隊参謀の秋山真之と兄の陸軍騎兵の父，秋山 ２２日(火)，第４回の元気塾を開催しまし
好古を中心に明治において近代日本へ脱皮を図る若き日本の ○ 実用技能英語検定合格 源樹君・希望君・智哉君 た。今回は，中学校教諭の泊教諭を中心と
群像を描いた作品です。 ○ 第 回市感想文コンクール特選 麻矢さん する演奏会「おしゃべりクラシックこんさ5

秋山兄弟と同郷の幼なじみとして 正岡子規が登場します ○ 第 回かわなべ青の俳句大会入選 希望君 ーと」でした。私達にもなじみの深い様々， 。 11
子規は 貴族やご隠居の道楽と堕していた短歌を 近代の 文 ○ 南日本新聞「若い目」欄掲載 智哉君 なクラシックを演奏して， ， 「
学」に革新しようとした文学の偉人で，蕪村の影響から客観 ○ 漢字検定合格 希望君，智哉君，雄太君 いただきました。
描写の俳句に目覚め，若き洋画家たちとの交友から，西欧の 保護者の方を対象に，学校の教育活動や保護 泊教諭がホルン，後の二人がフルートと
写生理論を学び，それを短歌に「写生」論として持ち込みま 者自身の取り組みに関する評価を行っていただ クラリネットで美しいハーモニーを奏でて
した。 きました。おおむね，良好な評価を頂きました くれました。生徒も参加でき，思い出に残

が，さらによりよい学校を目指し改善します。 る元気塾となりました。
冬ごもる 病の床の ガラス戸の 曇りぬぐへば 足袋干せる見ゆ

研究授業 ４回実施！正岡子規
， ，この当時子規は，末期の脊髄カリエスにむしばまれ，絶え 音楽の泊教諭 保健体育科の永山教諭

間ない激痛の中での創作活動でした それに屈することなく 英語科の春畑教諭，国語科の前村教諭が。 ，
秋山兄弟をはじめ，明治に生きた日本人がもっていた改革へ それぞれ研究授業を行いました。それぞ
のエネルギーを，子規も同じように病の床から短歌革新へ発 れ，今年度２回目の研究授業ということ
散させたのでした。そのエネルギーの源は，この時代に生き もあり，大変落ち着いた授業でした。

， ，た日本人に共通する 海外の近代的な思考をどん欲に吸収し
日本を変革したいと言う共通のものだったと思います。

軍の近代化に努め，日露戦争という瀬戸際の戦いから勝利
に導いた秋山兄弟と文学の革新に生命を賭けた子規が，原点
でつながっていて，同じように時代を駆け抜けたことを，司
馬遼太郎の「坂の上の雲」の原作からより詳細に知ることが
できました。

ＴＶや映画がきっかけで，原作にふれることは，よくある
ことだと思います。そのとき，その作品だけに終わらず，作
者の他の作品や，関連する歴史的な背景について，興味をも
つことは，読書の醍醐味だと思います。鹿島中学校の図書館
には，すばらしい本がいっぱい収められています。それを眠
らせないためにも，冬休みは自分から読書に励み，多くの知
識や刺激を受けて欲しい思います。

ご覧下さい。ホームページ！
。来年１月９日(土)に小中合同の空き 大幅にリニューアルしました

留学生の情報や学校での活動の瓶回収が行われます。収益はＰＴＡの活動に活かさ
。 。れます。みなさまのご協力をお願いいたします。 様子など情報満載です 是非ご覧下さい

師走鹿島中学校だより
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一事徹底事項 「新年の決意を新たにさせ，規則
正しい学校生活を確立させる」

○ 正しい服装を心がけよう

１月の生活努力目標 ○ １日(祝)： 元日

○ ４日(月)：仕事始め

○ ８日(金)：始業式 大掃除 授業 給食

○１１日(祝)： 成人の日

○１２日(火)：３年実力テスト( １３日)~
○１４日(木)：１・２年「基礎・基本」定着度調査( １５日)~
○１９日(火)：コミュニケーション科発表会 ３年学級ＰＴＡ

○２２日(金)：第３回英語検定

○２５日(月)：納金日

○２６日(火)：１・２年三者面談( ２月６日)~

今月の小中一貫活動 ～第４回元気塾～

今月のＰＴＡ活動

新聞作成の様子
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学校がどのような教育活動を行っているか知っている。

学校便りに常に目を通している。

学級通信に常に目を通している。

学校の行事やPTA活動などに積極的に参加している。

欠席・遅刻・子供についての相談事等について，学級担任と連携をとっている。

子供の悩み事や相談事等にのっている。

家庭での学習に取り組むような声かけや働きかけを行っている。

家庭学習としての課題が担任等から適切に出されている。

子供の学力の実情をよく知っている。

テストの結果について，目を通し，子供への励ましやアドバイスを与えている。

「生活の記録」や「宅習帳」などのチェックを行っている。

地域行事に子供と一緒に参加している。

学校は家庭への連絡や情報，学校の様子を積極的に提供してくれている。

学校は生徒の安全管理に心がけている。

家庭にお知らせしている進路に関する資料は，分かりやすく，適切である。

進路について配られる資料や行った学習は，子供に役立っている。 

学校は行きやすい雰囲気である。 

学校は，環境が整い，整然とした状況である。

小・中学校が連携を図り，授業や児童・生徒間の交流を図っていることが分かっている。

子供は家庭で学校のことについてよく話をする。

学力（基礎的・基本的な事項）が身についている。

子供は家庭や地域でよくあいさつをしている。

学校評価

の結果

泊教諭の授業 前村教諭の授業

春畑教諭の授業 永山教諭の授業

3人での演奏

生徒も演奏


